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滿 支 旅 日 記(上)

畑 文 平

滿洲事變 も支那事變 も,吾 國 としては堪 忍袋 の

緒 が切れて謂はば止むに止まれず立ち上つた正義

の戰であつたが不幸が反つて幸 となつて吾 が國が

東洋 の盟主 と して實現せねばならぬ運命 である所

の大陸政策,即 ち4億 の民衆の 幸福 の爲 めに,5

族 協和を礎 と して建設せ らる可き王道樂土 の理想

が早 くも具現せ らるるこ ととなつたのである.長

期抗 日を叫ぶ逆賊討伐の銃聲の消 ゆるま もな く長

期 建設 の鑿 の音が丁 々として響 いて居 る.

大 陸に於け る建設の模樣は如何 に,民 衆惠澤の

第 一線 たる醫療救治の状態は如何,惡 疫傳染病の

豫防状態は如何,而 して吾が忠勇將士の現地活躍

の状 況は如何に,醫 師の就職 需要關係は如何に,

これ が吾 人に與へ られたる大陸視 察の使命であつ

た.併 しながら政治的軍事的第一線 である滿洲國

及び支那殊 に其の邊境に到つて其 の實相 を極め こ

れを報導す る事は軍の機密上に許 され ざる所尠 く

無 い,加 ふ るに吾 々の淺薄なる觀 察は之 に更に災

して豐富 なる收穫 と號 して諸 君の上に齎 ら し得 る

所のあま りに も尠 きは慙塊の次第であるが,只 茲

には旅 日記 と して僅かの見聞を記 し責任 の一部を

果 したひ と思 ふ所以であ る.

10月17日(神 嘗祭)(岡 山 よ り下關へ)

知人多數 の見送 りを受けて岡山驛を午 後1時45

分の急行で出發 した,極 めて上天氣の秋 日和で こ

んな 日が旅 行中1日 の雨 も無 く續いたのは幸運 で

あつた.午 後5時 廣 島に着 き,驛 迄來 られた田丸

博士父娘,箕 越君 夫妻 と話す 機會を得 た.9時 下

關着,慌 ただ しくも關釜連 絡船興安 丸に乘 り込む,

6000噸 許 りの 新 造船 で 寝臺 の 乘 心地 も汽車の と

同樣,大 した動搖 も無 く夢 の中に海峡 を渡 つた.

10月18日(釜 山 より京城 へ)

6時 少 し前に起 された,船 は已 に 釜 山の棧橋 に

横付け とな り茜 色の空か ら朝風が清 々しく吹 き込
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んで居た.釜 山か らは「あかつき」とか,「 ひか り」

とか,「 のぞみ」とか煙草の 名前の樣な連 絡急 行列

車が京城奉天新京若 くは北京方面へ 出て居 る.

7時 迄に出た「あかつ き」の車窓 か ら 見た半島の

秋は大陸 的の落 付きを見せて耕地は見渡す限 り一

面 に黄 色に稻實 り山は植林 された小松が緑 に繁つ

て吾が半 島開發 の成功を示 して居 る.午後2時 京

城 に着 く白衣同胞の首都,曾 遊の地 であるが6年

前 に見た時に比 して著 しく街の面 目も改 ま り地域

も擴大 され,吾 が大陸躍進 の第 一前進根據 地た る

の貫録を示 して居 る.

京 城 景福宮 苑

同 行田部氏 と遊覽バ スの客 となり,徳 壽宮,景

福宮,慶 會樓,ニ 慶苑,經 學院,博 文寺等 の名所

を見てから南山上 の朝鮮神宮 に詣ずる,老 松繁れ

る丘を負ひ西に面 して 鎭座 ま します總 檜造の大

社,畏 くも天照皇大神と明治大帝 とを祀 る價に半

島の鎭護 に して内地 人は言ふに及ばず半 島同胞の

參詣するものひき も切らず,本 事變 に際 して彼等

が示 した る忠君愛國の發 露 と相照 ら して誠に感深

きを覺え しめたの である.タ,先 輩城大眼科教授

の早野氏を訪問,夜半迄顴 談 し,新 設の 「半島ホ

テル」に宿す る,岡 山の富豪野 口氏の經營 する所

支配人山本氏 も亦備前出身 である.

10月19日(京 城 よ り金剛山へ)

京城 に於け る醫育其の他 の機關は曾遊の際視 察

したので今囘は 割愛 し1日 を名勝金剛の探勝に費

すことに して,8時 京城驛 を立ち 城津行の汽車 で

鐵源に至 り,電 車 で斷髪 嶺の險 を超え,約6時 間

餘りを費や して金剛山麓の驛 に達 した.

金剛山は朝鮮の東海岸に沿 ひて南北に走る脊 梁

山脈 の一部 で,山 高 く形容の奇な ると,谿 深 く水

流 の凡な らざるに依つて其の名天下に名 高いが,

内外兩 金剛 の全部を探 るには健 脚を以て して猶 ほ

數日を要す るので,予 等は旅 程の關 係上只1泊 の

前後を利用 し内金剛の代表的景觀 を觀た に過 ぎな

い,夫 れで も内地に一寸其の比 を見 ない 秀壓の山

容水 姿に親 しむ事が出來た.

山麓の旅舍 鐵道局經營 の金剛山莊 を出て溪 岸に

沿ひ上ること數町に して,已 に長安寺畔 の幽邃 な

る仙境 に達す る.左 右は見 上げ る許 りの高い峯眉

に逼 り,全 山緑一色の巨大 なる唐松密生 し,溪 岸

に逼 れる所に丹青已に奮 び た る古刹長安寺 が あ

る・全土 しめ じ茸の樣 な民家 と「ボプラ」の疎林の

み と見ゆ る樣な半 島の山影に,こ んな仙境が 隠れ

て居 るとは接 して初めて意外の觀 に打たれた次第

である.谿 谷の左岸 を右へ支流に沿 ひて上 ると,

朝鮮金剛山の紅葉と翠松
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紅 紫 とりど りの「もみぢ」の下影,玉 の樣 な水 のせ

せ らぎ,10町 許 りに して明鏡臺 に達する.あ た り

の風景は屏風にかかれた山 水畫其の儘 であ り,造

化 の神 の手腕に驚 ろく許 りである.山 の靈氣 を肺

臟一ばい 吸ひ込んで冷氣逼 る山莊に歸 宿する.

10月20日(金 剛山よ り京城へ)

早朝宿 を出て金剛登山道 を本流 に沿ひて深 く遡

る.谷 に横 たは る巨巖怪石は青緑 に して瑪瑙 の如

き色澤あ り,之に 當つて碎 くる清流は玉散 る水ニ

の如 くである,鳴 淵潭,近 仙橋,三 佛巖の奇勝 を

經て山中 の巨刹表訓寺に達 する.此 の附近到 る所

溪中の巨巖 一面に鮮人の姓 名が何れ も美 くしく楷

書 の筆蹟を以て深 く彫刻 されて居 る.初 めは旅 人

の戯れと思つたが,寺 院 の境内何處 に も墓石無 き

事 と,文 字の何れ も眞面 目なる點より,こ れは 鮮

人が墓石代 りに溪流 中の自然巨 石に故人 の名 を刻

む もの と判 じた.一 般 に石に乏 しき朝鮮に於て斯

か る勝景 の内 に永久に自己の墓石を殘 す とは眞 に

賢 明な策 である.時 に邦 人の旅行者が墨汁や 白墨

にて名を書 き散 ら したのを見たが,こ れは心 なき

旅人の戯れで自然 と神佛 とを冐〓 した 行爲 で あ

る.心 すべ きである.内 金剛 の 中心 とも思 はる2

個の溪流 の合流す る所,萬瀑 洞と云ふ,名 の如 く

巨石相連 な りて 百千の瀑布 を爲 して居 る,然 も兩

岸は切 り立 てる如 く千仭 の峯である,自 然の靈 氣

恐 ろしき迄 に身に泌む絶景 であつた.午 後金剛驛

を發 し夜京城着,鈴 木氏 と合 し同行3人 夜9時半

京城發滿 洲 に向ふ.

10月21日(國 境超えて奉天へ)

午 前6時鴨緑 江を渡 る.滿 鮮 を連ぬ る長橋を過

ぐれば安東 である,茲 で簡單 な税關檢 査が ある.

南滿の平 原 は秋已 に深 く,山 野 全 く黄褐 色に草枯

れ,點 在 す る「ボブラ」楊柳が黄色い葉 を振 るつて

居 るだけである.沿 線に見 る農 民の姿 が國境 の大

河を境 として朝鮮 では白 衣な るに滿洲領 にて急 に

淺黄一色 となり,藁 葺小屋が煉瓦建 となる も國情

とは云へ不思議 の感 が起 る.田 畑を馳 け廻 る黒 豚

の群れ驢馬の尻に乘 り行く滿 人の姿,茲に 已に悠

久 なる大陸の氣分が逼 つて居 る.

午後1時 奉 天に着す.滿洲醫 大の松井學長,橋

本教授,戸 田教授,撫 順醫 院の平 井出氏等 迎え ら

る.「奉ビ ルホテル」に宿泊す る.

奉天 市は今人口70餘萬,就中 邦人16萬 人に及

ぶ眞に滿 洲國第 一の大都 で ある.昭 和12年12月

治外法權 の撤廢,滿 鐵附屬 地行政權 の移讓 によ り

附屬 地,商 埠地,城 内,工 業地區 の區 別が廢 され,

大和區,瀋陽區,鐵 西區,其 の他に統一 された.

殊に鐵西區 は昭 和10年 創設 された もので,鐵道西

側400餘萬坪 の地域 に内地一一流會社 が180有餘 の

工場を創設 し,正 に滿 洲國 に於け る工業の中心を

形成 したるは眞に邦 人の大陸進出の一大見本であ

る.

10月22日(奉 天逗留)

快晴なれ共 朝霧が冷た ひ,洋 車 にて大廣場傍 に

ある滿洲醫 科大學を 訪問す る.4階 建赤煉 瓦の大

建築相連な り滿洲に君 臨す る最高學府の偉容を誇

奉 天「ヤマ トホテル」前廣場

つて居 る.附屬醫 院 の診察室に助教授 の佐 々木博

士を訪ねる,主 任船石教授は今北支視 察に旅行中

との事.佐 々木氏 の計 らい で醫局長高尾佐明君の

案内にて,奉 天國 立博物館 を參觀,正 午には 眼科

教室員の6氏 と「ヤマ トホテル」に招待を受け,午

後は亦佐 々木氏其の他の案 内にて同善堂及び英國

系 の奉天醫 科大學の參觀 をする ことを得 た.

國立博物館 奉 天に於て 見る可 きものの1つ で
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ある,三 經路 にあ り,奮 東北軍閥の巨頭熱河の飛

將軍た りし湯 玉麟の私邸跡 で,廣 き庭園 の中に,

獨逸技師の設計に依 る白堊の3層 樓が聾立 して居

る.未 だ完成に至 らなかつた中に事變 とな り,敵

産 として全部政府 に没收 されたが,其 の内容は熱

河の離宮,喇 嘛大寺等に秘藏 されて居た周 漢時代

の銅器,刻 絲,刺 〓,遼,宋,金,清 時代の陶磁器,

名畫,墓 誌,佛 像等總計3500點 に及ぶ もの湯玉麟

が奉天に搬 出 して隠匿 して置いたのが,共 に没收

されて此の私邸に陳列 して博物館 とせ る ものであ

る熱河の承徳に行つて も茲にある何分の一 も殘つ

て居 ない.即 ち熱河の財寳は北京方面に移 された

外は概ね茲に於て見 るこ とが出來 ると云はれ る.

同 善 堂

大和區 と舊城内 との中間,高 臺廟西にある.光

緒7年(1881)日 清役の勇將左寳貴後に左忠莊公 と

呼ばれた大人の設立 した一大社會救濟事業團であ

る.砂 埃 りの蒙 々たる支那街を行 くと支那特有の

黒暗 色の煉瓦塀にかこまれた,數 千坪の構内 に數

十棟の建築が連なつて居 る.救 濟部は流浪者,行

路病人,貧 困者,不 具廢疾者,老 衰孤獨者,誘 拐

され し婦 人,自 由廢 業の藝娼妓等 を救濟收容 し,

育兒部にては養育者無き兒童,迷 兒,乞 食,遺 兒,

捨 兒等を收容 し,更 に授業部にては收容者に對 し

木工,印 刷,縫 工,毛 氈織 其の他の技術を教へ,

1人 前の工手 に仕 上げ,社 會に送 り出すのである.

其の他各科 を具備せる病院 と理想的 の育兒所 とあ

り,滿 人の社會事業 として出色の ものであるが所

長谷竹次郎氏親 切に案 内 さる.茲 には同行案内役

た る眼科教室佐々木氏方 の副手た りし寉氏が働い

て居た.茲 で最 も珍 らしい設備は捨子拾 ひ上げ器

のあ ることである.道 路 に面せ る隔壁 の一部が門

形に作 りあ り救生門 と扁額 がかかつて居 るが,實

際の出入は 出來ない.只 中央部4尺 位 の高 さに幅

高共1尺5寸 位の小窓が開 ひて居 り,こ れが街上

か ら捨子を受 る口である.衣 類に包んだ子供を乘

せ ると,臺 秤の樣な仕掛 で臺が一寸 下がると,電

線 の廻路 に電流が通ず る樣になつて居 り,番 人小

屋の電鈴が鳴る,即 ち親には會はず拾ひ上げ,親

は闇い街上から密かに我子の幸福を祈 りつ つ去 る

と云ふ譯である,拾 はれた子供は育兒部 で成長 し,

一定の手職を得 て社會 に出 ることにな る.

奉天醫科大學

城外の東南側小河沿一名万泉河と云ふ湖水の北

側 にある,英 國系の醫學校で,最 近迄小河沿醫學

專門學校 と呼ばれたが,滿 洲國 の學制改革で醫科

大學 となつた.此 の外には同樣 に新京及び哈爾賓

に國立醫科大學が出來たが,名 前だけで實際は未

だ醫專 であ り,中 學校卒業生を收容す る.本 校は

附屬醫院 は57年,學 校は27年 の歴史を誇 ると云

ふ.基 礎醫學教室は僅 かに3階 建の建物1棟 中に

收められて居 るが,學 生20名 收容する 樣總 べ て

が整 のえられ,小 さい乍 ら も各室の設備,標 本等

醫專と しては立派な ものであつ た.構 内は2萬 坪

もあるそ うだが附屬醫院は中々廣 く,清 潔で 「ミ

ツシヨン」の關係上男 と女は診察所 も入院室 も全

く別の所 にあつた.

設立者 は クリスチー夫妻,今 の校長 はヱラ リツ

ク氏,教 務主事が唯一の 日本人今村茂 一氏 で,他

は英國 人及び支那 人の教授16人 居 り,學 生は150

人で女學生 も30人 あると云ふ.茲 の自慢は生物學

教授秦曜 底氏で,滿 洲に於け る蚊の研 究者 として

は第1人 者で,當 日も政府か ら盛京賞 なる ものを

授與 され るので出廳 中にて留守であつたが,蚊 の

標 本だけは見せ て呉れた.眼 科主任 の陳某には一

寸會つた許 りだが 日本語を話 さず.眼 科診察室を

參觀 したが,視 力表 の色々種類があつち こつ ちか

かつて居 る外に,別 に變つ た もの も無かつた,只

暗室内に グル ス トラ ン ト氏 の大顯微鏡,角 膜顯微

鏡,ジ ャ バル ・シエ ツ氏角膜 亂視計 の備はつて居

たのは案 外で あり亦暗室の眼 底檢査 を横臥 しなが

ら出來 る樣「ベツ ト」の備付のあつたのは思 ひ付き

である と思つた.

奉天 の見 る可 き所 として奉天神社,忠 靈塔の參
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拜は 29日 に再來 して,恰 度 廣東漢口陷 落 祝賀式

のある日に行つた,其 の他北大營,北 陵等は昭和

7年 來奉の際見たので 今囘は 割愛 した.夜 は橋本

氏 と亦 レン トゲ ン講義の爲め來奉中の東大中泉正

徳教授 と3人 で 「ヤマトホ テル グ リル」で會談 し

た.

10月23日(奉 天 より新 京へ)

午前6時 起床尚 物を纏め7時半發 の新京行 「の

ぞ み」 に乘 る,滿 大眼科の高尾氏旁々驛迄送 つて

來 て呉れた.相變 らず見渡す限 り漠々 たる灰色の

中滿曠 原 を南北に貫 ぬ く2本 の銀線,列 車は4時

間 を費や し,早 くも午前11時40分滿 洲國首都新

特 急 「ア ジ ア」と 筆 者

京驛 に滑 り込んだ.驛 頭には 前か らの通知に依 り

興安病院長 吉田秀雄氏(岡 山醫 專出身),國 立衛生

技術廠技正淺 田順 一氏等出迎 え ら る.「 ヤマ トホ

テル」は滿 員なので2流 の 「大都 ホテル」と云ふ驛

廣場東 側 の旅館に尚 を降す.午 後は 鈴木,田 部,

吉 田,淺 田氏等 と東洋第1と稱 す る40人乘 の「大

バス」にて新京の「ル ン ドフアール ト」を試みた.

新 京は昭和7年3月9日,3千 萬民衆が 無限の

樂土 とする薪興滿 洲國 の首都 として名を長 春か ら

新京 と改 めた もので,昭 和9年 執政傳 儀氏滿洲國

皇帝の位につかれ康 徳と改元 し,茲 に新 帝國首府

人 口150萬 を理想 として大都 市計畫 が企て られ,

以來着 々として建設事業 が進展 し,今 驚嘆 すべき

全貌を現 出 して居 る.全體200平 方kmの 長方 多

角形の 大平 野に,幅 員 最大60mに 及ぶ3線 式 の

大路 を四通 八達せ しめ,此 の間 に整 然たる官廳 街,

商店街,工 場街,住 宅街,公 園 地帶 を設け,機 構

新設に して市街は奮 長春の部 を除 き奮物無 き點既

存都市 と全く 異な り,「ユー トビア 」の感があ る.

地域は倫敦 より大,大 東京 に亞 ぐもの と稱 され,

今人口30萬 就 中邦 人8萬 人に達 し年 々の増加率

も驚ろ く可き ものが あると云ふ.

「遊覽バス」は 新京驛 前を出て,新 京神社,關 東

軍 司令部前か ら忠壓 塔に至 り參拜,西 公園 よ り市

の北郊寛城子 の戰跡,引 返 して東 廣場,宮 内府,

清 眞寺 の囘教 寺院,大 同廣場 よ り市を縱貫 す る大

道路 を經て,市 南郊の南嶺古戰 場 に倉本大 尉以下

の英靈 を弔 し,更 に市の西部國務院,順 天廣場等

を廻つて市の中心なる寳山 と云ふ百 貨店に到着 し

車を下 りた.こ の巡囘 中「バスガール」の説 明極め

て巧に して,殊 に寛城 子及び南 嶺に於け る現地に

立 ちて滿 洲事變 勃發當時に於け る皇軍 の奮戰激闘

の模樣 を語るに極めて上手,宛 ら激戰 を眼 前に見

新 京郊 外南 嶺古戰 場

(倉本少佐墓所)
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るが如 く殉忠將兵の最後を序するや,一 行を して

皆潜 然 と涕涙せ しめたるには感服 した.

夜は 吉田,淺 田氏 に加ふ るに沖津亘氏,折 島整

氏等 の奮い 岡山黌同窓 諸氏 と 中央飯店 に 會談 す

る.9時 「ホテル」に歸宿せ る後 更に支那浴場 血萃

池,顴 樂郷,變 王班,西 群仙等を視 察する.

10月24日(新 京より哈 爾賓へ)

吉田氏の紹介にて新京郊 外にある移民村 なる新

京力行村を視察に行 く.吉 林街道を行 くこと3里

許 り,街 道 に沿ひ一部落を爲す.古 い滿 人の家屋

を利用せる村 役場 に事務管掌 の田中靜壹 氏を訪問

し,状 勢を訊 くに,こ の村は先年新京の南郊に開

村 した のであ るが,失 敗 し其の際蔬菜 作 りの經驗

新京郊外の移民 村本部

か ら今は野菜 のみ作 り新京 に出尚 する もので,30

家族150人 許 り,熊 本縣 人を主 として他 に各縣人

も來て居る.新 築中の模範 農家等を視察 し大に發

展を祈 つて別 を告げた.

滿洲 に於け る移民は滿 洲事變後滿 蒙に對す る我

が生命線 を永遠 に安泰なら しむ る爲めの具體的方

策 の1つ として,亦5族 協和の實を擧 げて東洋平

和の確 立を世界人類の福社 増進に貢獻せ んとす る

崇高 なる使命の下に,拓 務省が卒先指導 計畫 して

行はれつつある ものであ る.初 め試驗 移民 として

昭和7年 よ り4囘 に渉 り1800名 を送 り,樺 川懸,

依蘭縣,綏稜縣,密 山縣等 に配分入植 したが成功

の確信 を得て更に大規模 の集團移民計畫 を立て,

昭和11年 第5次1千 人 を 入植 し,更 に昭和12年

度 よ り向20年 間に滿洲國全 人口の一割た る500

萬 人,100萬 戸の移住計畫 を立てて居 る.全 人口

の1/5は植民政策上何 うして も必要で あると云ふ,

現在迄の主 なる入植地は牡丹江,佳 木斯,林口一

密山,哈 爾賓-黒 河等 の鐵道沿 線であ るが,將 來

順次他の豐 沃な る北滿の 天地に 日本人の農村 都邑

が多 く發達す るであら う.

是等の集團移民地方は初めの計畫 では實地踏 査

する豫定であつたが治安其の他 の關係で割愛の餘

儀なき次第 となつた.當 地の諸君の意見を綜 合す

ると,内 地に於け る人士 の滿洲國に對 する實 際を

認識 して貰 ひ度 き爲め,多數 の視 察團の派遣 を希

望す る,學 生等 も夏期休にで も滿 洲 に 來 り逗留

し,働 き乍 ら滿洲の研 究を して貰 ひ度い,滯 在費

位は先輩 の間で何 うに ともなる と云ふ.内 地の醫

師が來つて直 ちに開業す るこ とは,諸 物價 高殊に

住宅拂底高價 なると言葉不通 の關係 で,容 易では

無いが,數 年間公の病 院,研 究所 でで も働 き,樣

子がわかつてか ら開業すれば可 である.奉 職 口と

しては滿 鐵其の他の衛生,防 疫,診 療方面が 人を

多 く有 し,卒 業當座の者で も月380圓 位迄 にはな

る と云ふ.然 か し臨牀醫 よりも衛生技術官的 の人

の活躍望ま しく將來新人 の就職上に も大 に便宜 と

なると云ふ.

午後興 安病 院に吉 田氏 を訪ね,茲 で昨年卒業の

小笠原軍醫 中尉 と會 し,案 内 にで軍醫 部に奮 友下

山中佐 を訪問 し,直ちに驛 に赴いて午後5時38分

發の「あ じあ」にて哈 爾賓に向ふ.

列車「あ じあ」は大連哈 爾賓間を繋 ぐ最 大最急 且

最美列車 で東洋一 と稱 する ものである.2等 車 で

も内地の一等位 の價値は あ り,速 力大に係 は らず

振動極 め て 少 く音響 も尠 い.双 城堡驛 にて 日暮

れ,嚴 し く武裝 せ る6人 の 列車警乘 日本兵乘 車

す.9時半哈 爾賓驛に着,「 プラ ツトホーム」に鐵

柵を以て圍 まれた伊藤 公遭難紀念碑 に額 づき,鈴

木君等の關係 もあり,岡 山 出身者 及び九大 出身者

の一群 に依 り出迎 られ驛 前の 「大 和ホテル」に入
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哈爾賓驛の同窓會 員

る.10月 の下旬なるに寒氣相當に身 に泌み冬 外套

の襟 を立て初冬の感がある.

10月25日(哈 爾賓滯在)

哈爾賓 は 今人口50萬,北滿 洲の 政治經濟文化

の中心であ る,以 前か ら東洋 の巴里 として特殊 の

異國情緒 を持つ國際都市 として興味を持たれて居

る街であ る.哈 爾賓は 露國の 建設以來30餘 年 の

壓史を有す るが壓 史的に支配勢 力興亡を3期 に分

け得 る.最 初の10年,即 ち 大正6年 露西亞 革 命

迄は全 く露 人の天下で,日 支人等一指 も染め得 な

かつたが,露 西亞 革命後露の權力漸次地に落ち,

支那側は此 の機に乗 じて鐵道利權の囘收,其 の他

政權 を奪囘 して舊 東三省政權の華 か な時代 を 迎

へ,支 那人の天下を稱 したが,滿 洲事變 後一變 し

て東支鐵 道譲渡,滿 洲國成立以後,日滿 人否 日本

人の天下になつた.今 事實上哈爾賓の實權 を握 る

者 は他の都市に於け ると同 じく日系官吏 であ り,

一般 日本 人 も露支其の他の國 人を後 目に見下 して

發展 して居 る有樣 であ る.全滿 に於け ると同 じく

人工100萬 を 目ざして 大哈 爾賓の 建設過程 にあ

り,營 々と して成功の頂に導 かれ て居 る.今 人口

50萬 人中,日 本 人4萬 人,白 系露 人3萬 人,滿 人

39萬 人,蘇 人6,500人 在住 す ると云ふ.

驛前か ら東方地區一帶 は山手地區 で,新 市街 と

稱し,道 路廣 く並木,構 内樹木多 く,露 西亞 式の

大樓,諸 官廳 立 ち並び,頗 る北歐 の街の氣分が濃

い.驛 近 くにあ る 「ヤマ トホテル」 は露西亞 時代

の建物 で頗 る靜かな氣分の落付い た好旅 館で あつ

た.「 ホテル」で午前休養 し午後來訪せる高橋氏に

案内 されて,埠 頭區 の繁華街,舊 露人の中心地た

る「キタイスカヤ街」を視察す る,寳 石,毛 皮商の

軒を並 べたる舊露西亞 街の,横 文字 の看板 の間に

片假 名の大 看板 を出 し,日 本旅 人の氣を 引いて る

の も微 笑ま しい感 じがする.露 西亞 全盛時代には

,邦人等 は車道 も歩めず,歩 道 も行 けず,僅 に中間

の小溝 の上を競 々と して歩 み得 るに過 ぎなかつた

と云ふ.夢 の樣 なる時代の變遷 である.「キタイス

カヤ街」 の北端 が松花江の岸である,滿 々た る水

をたたえ,外 輪 の河川汽船が浮 んで居 る.對 岸の

別莊地帶 たる大陽島 も指呼の間 に見 える.緯 度の

關係で茲 では已 に太陽が著 しく南 を廻 り,低 いの

で光線 が弱 く,午 後2時 頃に既に夕の樣 な感 じが

し,黄 葉 した街路樹が盛に吹き落 ちて族愁を覺 え

しめた.夜 岡山の同窓會 員光武順一,小 池藤 太郎,

佐藤靜 馬,田 村勇及 び松田 貞一氏等 に招 か れ て

「ホテル モデルン」 に露西亞 料理 を賞 し,虹 街の

「キヤバ レーフ アンタジー」 を視察異國情緒を味

はつた.此 夜田部君は夜行 で奉 天に先行 した.

10月26日(哈 爾賓滯 在)

去23日奉天にて廣東攻略 の快報 を 聞いたのに,

今 日は早 くも漢 口攻略の報 に接す.午 前9時驛 前

より出る市内「遊覽 バス」の客 となる・鈴木氏同行,

市の一般 に通ず るのは これが一番手早い,市 の南

東郊外に建設 され た忠靈 塔は5角 の高塔で高 き事

滿洲第一であ ら5.滿 洲事變 の犠牲者英靈 の永久

に睡 る塔の上では,銀 翼 を旭光に輝せ なが ら2機

の戰闘機か木葉の舞 ふが如 く攻防演習の秘術を盡

く し戰友の魂を慰 め居 るかの如 く思はれた,塔 の

南方には疎林に 園 まれて 日露の役 の烈1士,横 川,

320



雜報 497

沖兩 氏を初め脇,中 山,田 村,松 崎,小 林,向 後

等 の殉忠諸氏の碑が立つて居 り永へに北滿 の鎭 護

と仰がれた.

建築の美は しき孔子 廟,極 樂 寺,露 西亞 人の墓

地,塵 埃面を向け得 ざる甸家傳の滿 人街を通覽 し

て遊覽は 終 つた.午 後 小池氏に伴は れて市公署を

訪れ,其 の係員の案内 で市の衛生施設た る汚穢處

理所,阿 片の戒煙所等 を見學す.亞 片吸引に依 る

國民健康 の破壞 と貧窮 に依 る罪惡の温 床 となるを

患えた滿洲國では阿片の吸引を禁 じ,新 京を始 め

諸都市諸 地方に其の治療所た る戒煙所を設け,救

濟に當つて居 るが茲 も其 の一つである.

「モ ル ヒ ネ」中毒患 者

哈爾賓戒煙所

所長醫師 肱岡彦三氏の語に依れば,本 所の收 容

數は定員130名 なるも,哈 爾賓市内で も阿片患者

5萬 も存す る現状では,到 底全部の求に應 じ得ず,

今250名收 容設備に擴張 中であ る.患 者 には私費

と公費とあ り,入 所勸誘 に依 る希望者 に許す限 り

入院させて居 る.

入院當時 の症状は,一 般に痩せて顏面 蒼白,無

氣力であ り,中 には禁斷 症状 と して狂暴噪 状を呈

す者 もある.入 院 の際 これを最後と餘計 に吸收 す

るので咽頭加答兒 を起 して居 る者が多い.膝 蓋腱

反射亢 進 し,瞳 孔 は縮 少す る事稀である.體 温 も

下降 しないが,禁斷症 状 として猶 ほ頭痛,腹 痛,上

肢,下 肢の神經 痛を訴へ る,患 者の 日常 吸引量は

量で定め られ ないが10g以 上價格20圓 以上に達

す る ものが あると,但 し平均量 でも6,70錢 であ る.

患者の治療 法は麻藥漸減療法で0.5%の 「ヘ ロイ

ン」を用 ひ,患 者の既往吸煙,乃 至注射せ る期間,

量 及び症状を考慮 して注射量を決定し,漸 次減 量

して概ね10日間 にて 目的を 達す る,其 の他補助

的に「ロヂ ノンカルシウム」,「沃度 カル シウム」,

「ブロームカル シウム」等の注射を行ふ,入 院期間

は多 く30日-1箇 月半に して概ね健康 恢復 し,顏

色 も善 く肥滿 して來 る.有 料人 院室 には 白系露 人

の室,日 本人 の室,滿 人の室等分 たれ,多 く恢復

期患者が居た.別 棟 の官費患者室 は皆滿員 であつ

た,匪 賊捕虜のみを收 客せ る部屋 があ り,10人 許

り居たが慓悍な顏 貌を して居 た,匪 賊には結核患

者が非常に尠 いと云ふ.

10月27日(哈 爾賓滯 在)

午後小池氏及び鈴木氏 と哈 爾賓市立病院 を訪問

す る.院 長は民生所長豫備軍醫 中佐 の植村秀 一氏

で茲で哈 爾賓 の 市勢都市計畫衛 生状態 の話 を 聞

く.別 室で カシン ・ベツク病患者 を見,中 西醫 學

士の話を訊 き,亦 病院内を參觀 す,病 院は可 な り

狹隘であ り清潔 で も無 いが患 者多 く廊下迄溢 れ,

頗 る活況を呈 して居 る,今 北隣に宏壯 な る新病棟

を建設中であつた.次 で構内を異にする新設哈 爾

賓醫科大學 の病理學教 室 に正山勝教授を訪問 し克

山病 の原因及び病理 につ き聽 く,こ れに就 ては別

所に詳記 した.日 暮て歸 宿夜は 「ホテル ニウハル

ビン」に家原陸軍病院長,尾 形 少佐,西 村大尉,

小池,高橋,佐 藤,田 村諸 氏の和 式招宴 あ り顴を

盡くした.

10月28日(哈 賓爾 よ り再び新京へ)

前8時 再 びアジアの客 とな り,新 京に向け出發

す.双 城保驛 は支那御殿風極 彩色,高塔 もあ り,

美 術館の如 く田舍に惜 しい驛 である.午 後1時40

分清,再 び吉田,淺 田及び小笠原君等出迎 らる.軍

人會館に尚 物を收 め國立衛 生技術廠を訪問す る.

滿洲國々立衛生技 術廠は滿 洲の傳研であ る.新

京の興安大 路の北 の端れ にあ り未だ創業間 も無 い
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状態 で規模 はあま り大 きくは無 い,技 正の淺田順

一氏の研究室にて種 々の滿洲國 の傳染病及び寄 生

蟲 に就て訊 く事を得た.傳 染病 としては 「滿洲チ

ブス」,「ベス ト」,「コレラ」等が あ り,寄 生蟲病 と

しては「肺ヂス トマ」,「肝臟 ヂス トマ」,絛 蟲病,

腎蟲等が主なる もの,特 殊疾患 としては,克 山病,

カシン ・ベ ツク氏病,「 カラザール病」等がある.

茲で見た興味あ る標本 として擧 ぐる可 きは,内

蒙か ら滿洲國稀に朝鮮に も見 らるる牛の結膜嚢 に

寄 生する牛眼線蟲(Therazia thodesi)な るものが

あ る,氏 が助手に命 じて牛眼か ら生 きた蟲を採集

し,水 に游が して供覽 され た が,長 約2cm許 り

の一見白髪の短毛を見る樣 な白色圓蟲 で,雌 は雄

よ りも稍 々長い,蠢 動運動を行ひつつ1眼 に數10

匹 も寄生す ると云ふ,刺 戟の爲め「結膜 カタル」を

起 す.

ザ リガニ と云ふ ヱ ビ と カニの中間の如 き長 さ

10-15cm許 り,灰 黒 色の 兩棲類が流 水中に飼養

して あつた,こ れは「肺臟ヂ ス トマ」の中間宿主で

あ り,支 那 モズ リガニと共に滿 人これ を好んで食

す る故に 「肺臟 ヂス トマ」多い と云ふ.猶 ほ小豆

色小豆大の九龍蟲 と稱 する小 さな甲蟲 が居た,こ

れ を生 で食へば不老長壽若返 りの効あ りと稱せ ら

れ,滿 洲の大官連 の愛用の爲め需用尠 くないが,淺

田氏の研 究では,此 蟲は「ナナ絛蟲」,縮 絛蟲等の

中間宿 主と して,體 内發育 に極めて好適す とは皮

肉である.標 本中に尚ほ腎蟲 があつた,巨 大なる

蛔蟲 に似た る圓蟲で家畜若 くは人の腎臟内に寄 生

し,内容 を全 く喰盡 して空虚嚢状 と爲 し,茲に棲息

するのである,時 に腸内に寄 生す る もの もある と.

猶ほ序に茲 に滿洲國に於け る特殊病に就て略記

す る.

克山病(正 山教授 に據 る)

克山病 とは哈爾賓 の北方龍江省克山縣 地方 に於

て初めて 起つた 地方病で,主 に 冬期12月 よ り2

月頃の候 に見 られ る,病 症は急激なる心臟狹窄症

状を起 して屡 々頓死す るものである.健 康者が引

續 いて急 死す るの で守備兵等 に「ベス ト」と疑 はれ

恐れられ たと云ふ.一 般に 中年 の女子 に多 く,男

子及 び子供 には稀に見 られ る,密 閉せ る部屋 に睡

眠 中とか,小 用に行 き戻つた跡 とか,飲 酒 の後 と

か,何 かの誘因に續發す る.冬 期殊に密閉室内等

に於て頻發 したので原因 と して瓦斯中毒,殊 に一

酸 化炭素の中毒死の疑が置かれたが,併 し或 る地

方的に限 られて起 ること,女 子にのみ多い事 など

か ら,單 に暖房の不備に依 る一酸化炭素中毒では

説明 出來 ない.本 病の病理解剖 と しては心臟の内

膜及 び筋層に非細菌性の炎症及び續發變性を見 る

のみで他に冠状動服は勿論他の血管臟器には特 に

病變が見 られぬ もの と云ふ.

哈爾賓醫大教授正山勝氏は,病 屍を檢査せ る際

其の數 人が何れ も赤 き口紅をつけ居つた點か ら,

紅の毒に非ずや と疑を起 し,克 山地方の商店か ら

赤色 々素 口紅の類を集めて此定性 を行つた.集 め

た紅色素は洋紅,煮 紅,品 紅,紅 子,紅 粉 の5種

であつたが,之 等は化粧用 の外食物 の色 付け,玩

具衣服の染色に用ふ るものを含む.初 めの4種 は

人畜に害無かつたが最暖 の紅粉 なる色素は大阪に

て製造 し,哈 爾賓よ り發賣 して居 る衣服染用の極

めて有毒な る色素であつたが,價 廉 なの で不正な

る地方商人が,こ れ を農民 に賣つて 口紅頬紅用に

用ひ しめた.克 山地方 は殊 に化粧 に紅を尊 び,殊

に祭禮 等には甚 しく用 ゆと.斯 か る譯で此有毒紅

の化粧 に依る中毒 と疑はれた ので,犬,猫,兎,

鼠等の動物に嘗 め させ實驗せ るに,僅 に2g位 を

20日 位 かか りて 吸收 させて も,心 臟病にて死亡す

る.解 剖の結 果は人に於 け る と同樣 な るEnd-

myocarditis alterativa eosinophilia simplexで

あつた.斯 か る理由 で氏は克山病 の原因 として毒

物色素 の中毒 に依 る ものあるを主張 して居 る.男

子及び子供に稀 に來 るは接吻 の風習に依 る移行で

ある と.

「カ シン ・ベ ツク氏病 」

哈 爾賓市立病院 にて本患者を供覽 された,同 病
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院では新進學徒中西眞吉 氏が深 く研究 して居た.

本病は初めて露 の軍醫 カシンに依つてバイカル湖

附近 の谿谷に發 見報告 され,後 同 じくベ ツクに依

り研究 されて名がつけられた.滿洲 國では濱江省,

間島省,牝 丹江省方面迄汎布 され,集 落 して地方

病を爲 して居 る.病状 は3-9歳 頃起るが,直 接の

「カシンベ ツク氏病」息者

(哈爾賓市立病院にて)

原因は猶 ほ不明 である,上 肢,下 肢の長骨の化骨

(Ossification)が 病的に早 く起 り,發 育 が止ま る,

關節は肥大す る 初期は疼 痛を伴ふ と云ふ,後 期

には反つて骨質の脱却 を來 し,體重 の爲め下肢彎

曲 し「オーバ イン」の状 を呈 する.素 質 の遺傳が親

子に來ることがあ る,智 能は あま り犯 されず,血

液中の赤血球,白 血球及び他 の細胞成分増加す,

性器 も尋常である.供覽 の 患者は 年齡18歳 なる

も身長僅に105cm 5歳 位の小兒の如 くであつ た.

歩 く際に突出た臀部を左右に振 つて歩 くを特有 と

すると.

甲状腺腫

極 めて高度の甲状腺腫が熱河省の各地に來 る,

女子に多 く男子に尠 い,予 が訪問 した承徳陸軍 病

院の調査 に依れば中等學校生徒で男子には尠 いが

女子では女學校では輕度 の もの多 く見 られた と,

症 状は甲状腺腫以 外「バセ ドウ氏病」に於け る樣 な

諸 種の合併症状 が見 られない.原 因は飲料水,飲

食中物中 の沃度の缺 乏に依 る と云はれ,水 中に沃

度尠 き地方 にて食用に沃度に乏 しき岩鹽 を用ふ る

地方が比較 的多い.支 那では蒙古國境山西省 の方

に多い熱河全省 の各兵站 地で患者數 と飲 料水 中の

沃度 とを調査 し,其 の因果關係を調べ たるに左表

の如 く沃度尠 き地方に反對 に患者の發 生多 きを見

た と云ふ.

地 名患者數(高 森教 授)水1L中 のmg沃 度

平泉19.5%0.81

古 北 口56.2%2.69

承 徳45.7%1.78

凌 源35.5%5.72

赤 峰13.1%7.55

白〓 病

熱 河 地 方 に見 られ る夏 期極 めて 微 細 な る ウ ン カ

樣の蟲,窓口に張れ る金網を通過 して燈 火に集 ま

り,人 にては顏 面手先等の露出部を刺 す,特 異性

があつて少 しも感ぜ ざる者 あるも,人 に依つては

皮膚著 しき痒感を伴 ひ甚 しく腫脹 し水疱 を作 るこ

とがあると云ふ.ゼ ン

「カラザール病」

南滿 洲の海岸地 方に あり子供を犯 し脾臟 の腫大

を來す.・ 一

序に蒙古地方に見 らる る人眼蠅 蛆症 の 事 を記

すと.

蒙 古に於け る眼蠅蛆症

蠅蛆が體の自然孔例へば鼻,口腔,眼,耳 等 の

粘膜若 くは外傷創 に寄生 し,時 に深部 に侵 入 し甚

しき 時 は 死 を 來 す こ とが あ る,こ れを蠅 蛆症

(Myasis)と稱 し,本 邦内地 には見 られぬが蒙古,

ロシア,歐 洲等の大 陸遊牧地方には見 られ ること

が稀で無い と云ふ.

蠅蛆症を發せ しむ る蠅には文獻上次 ぎの如 きも

のが擧 げ られて居 る.
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蒙古蠅蛆 症を惹起す る羊蠅 の

幼蟲 頭部擴 大圖(北 野氏)

1.牛蠅 Hypoderma bovis

チエ コスロバキア,ノ ールウヱー,西 及び南 ア

フリカ,ブ ラジル等の諸地方に あり,眼 球内蠅 蛆

症 も稀に起 すが多 くは眼球外蠅蛆症を發 すると云

ふ.

2.羊蠅 Oestrus ovis

前者 と同 じ牛蠅 科に屬 する も稍々前者 と異 な る

フランス,ブ ルガ リヤ,アフ リカ等 の地方に多

く,羊,山 羊等の鼻口内 に幼蟲 を胎生 し,蠅蛆 は

鼻 腔咽頭,前 頭竇等 に入 り動物を罹患 し時に死を

致 す,人 を侵 し殊に眼蠅蛆 症を發す る事 がある.

3. 馬蠅 Rhinoestrus purpureus

ハ ンガ リー,イ タリア,オ ース トリア,小ア ジ

ア,セ ネガル,ロ シア,蒙 古地方 に住む幼蟲は馬,

騾馬等の鼻腔,咽 頭等に寄 生 し,稀 に他の家畜人

等 に も來る.

4.肉蠅 Sarcophaga carnaria

腐肉に附 く蠅の1種 で人眼に産蛆 し,眼蠅蛆 症

を起す ことがあると報告 されて居る.

5.「 ザル コフアガ」Sarcophaga magnifica

(Wohlfaltia magnifica)

獨逸,フ ランス,ハ ンガ リー,イ タ リア,ベ ル

シヤ,小 ア ジア,ヱ ヂブ ト,ロ シア(亞 細亞 ロシ

ア),蒙 古等に産する,宿 主は馬,騾,臚,牛,羊,

山 羊及 び人で あつて,人 では夏期に鼻,耳,口 其

の他創傷部に胎生蛆 を生み つ け 動物 で ほ猶は陰

門,尿 道,蹄 冠等 に も産す ると云ふ.人眼には眼

に入 り,内 及び外眼蠅蛆症 を發 すると云ふ.單 に

蠅蛆症を起す ものは他に もあるが眼 を犯す ものは

大體以上 の如 き種類であ る.

眼 よ り發見せ らる蛆の形 も亦成蟲蠅 の形 も種類

に依つて 異なる所があ るが人に於 ける臨牀 症状は

概ね同樣 であ る.

蠅の活動 し蛆を産す るは,蒙 古 では陰 暦5, 6, 7,

8月 の頃で,蠅 が飛翔中動物の鼻に生 むが,人 に對

しては故意か間違 つてか突然眼を襲ひ瞬時 に蛆を

産みつけて逃げ る,眼 は急激に疼 痛を覺 え,1時

間後には 已に開眼 し難 きに至 る.發 病直後 に於て

既に數10匹 の幼蛆 が結膜嚢に奮動 し,好んで角膜

の周圍 に集ま り,鉤 を以て茲に固着し,時 に鞏角

膜を穿孔 して前房内 に達 することがあ る.蛆は 長

さ約1mm白 色である.結 膜は發 赤 し 分泌多 く臚

胞を發す る.

療 法は強壓洗滌 し或は 「ビンセツ ト」にて取り 除

き跡 は結膜炎 の治療を行ふ,蒙 古 人は嗅 き煙草 の

粉を速かに眼 に入れ幼蟲 を殺 すか或は新 しい馬糞

の汁を以 て洗 ふと云ふ.(此 項文獻,善 隣會調査月

報,第52號,北 野政次,軍醫團雜 誌299號).斯 か

る疾患 の存在は豪古地方に進出す るものの注意す

べき所 であらう.

衛 生技術廠を出てか ら新 京陸軍病院を小笠原君

の案 内にて訪問 し,院 長伊吹中佐か ら隈 な く案 内

さる,滿洲國 皇帝 より御下賜の植物温室,將 官病

室等珍 らしい.猶 ほ竹内大佐及び細見大尉の神經

接合手術,神經 移植術に就ての業蹟を聽 く.死 後

直 ちに新鮮な る神經を採 取 し,銃 創にて傷けられ

た る患者の神經 幹を縫 合するに,順 當 なる再生行

は れて機能恢復す る もの,既 に70例 に達 した と

云 ふ.當 病院 には内科,外 科の外眼科あ り,下 山

忠 典中佐 の手術せ る眼科患者數 名居つた視神經 の

切斷,或は 銃 創性網膜炎の患 者 も居た.(未 完)
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